
家庭学習のための通信機器整備支援事業　Ｑ＆Ａ

No. 質問 回答

1 個人が購入したルーターは補助対象になりますか。
個人が契約したルーター等の費用は補助対象外です。学校が児童生徒に貸与する分とし

て購入する費用は補助対象になります。

2 機器のレンタル料やリース料は補助対象になりますか。 レンタルやリースに係る費用は補助対象外になります。

3
児童生徒の家庭にあるタブレット端末やスマートフォンを活用して、SIMカードのみ貸

与する場合も補助対象となりますか。
その場合SIMカードの購入費（初期設定費を含む）は補助対象となります。

4 対象となる児童生徒の考え方はどうなりますか。 児童生徒の家庭にインターネット環境がない場合対象となると考えています。

5 通信費用は補助対象ですか。 補助対象外となります。

6 初期設定費はどういったものが対象ですか。

端末及びルーターに対して家庭学習の通信に必要な設定作業費用を対象として考えてい

ます。また通信料は対象外ですが初期契約に係る事務手数料は対象として考えていま

す。

学校からの遠隔学習機能の強化事業　Ｑ＆Ａ

No. 質問 回答

1 カメラ等のレンタル料やリース料は補助対象になりますか。 レンタルやリースに係る費用は補助対象外になります。

2 有償の保守・補償契約に係る費用も補助対象になりますか。 購入費とは別途でかかる有償の保守・補償契約に係る費用は補助対象外です。

3 カメラ等の附属品とはどのような物が該当しますか。
例えばカメラの三脚やリモコン等が考えられます。ソフトウェアもカメラやマイクに附

属するものであれば補助対象になります。

4
カメラ、マイク以外であっても遠隔学習で利用する物品（例えばスピーカー）は補助対

象経費になりますか。
補助対象経費は遠隔学習で利用するカメラ及びマイク、附属品に限られます。

5 最大何セットのカメラ等が補助対象になりますか。
学校の学級数が最大補助対象セット数になります。

例）Ａ中学校で３学年各３クラスある場合、最大９セットが補助対象となります。

ＧＩＧＡスクールサポーター配置支援事業　Ｑ＆Ａ

No. 質問 回答

1 GIGAスクールサポーターの役割とはどういったものですか

学校におけるＩＣＴ環境整備の初期対応について技術的な面から支援するもので、業務

としては、例えば、ＩＣＴ環境整備の設計、工事や納品対応、端末の使用マニュアル

（ルール）の作成、教員に対する使用方法の周知などを想定しています。

2
GIGAスクールサポーターとICT支援員はどう違うのでしょうか。活用する人材について

何か条件がありますか。

GIGAスクールサポーターは、学校におけるＩＣＴ環境整備の初期対応について技術的

な側面から支援を行うもので、具体的には、学校におけるＩＣＴ環境整備の設計や使用

マニュアル（ルール）の作成などを行うものです。ICT支援員は、日常的なＩＣＴ活用

支援を行うもので、具体的には授業支援、校務支援、環境整備、校内研修を行うもので

す。活用する人材について条件は特にありません。

3
従来からＩＣＴ支援員として活用している人材を、ＧＩＧＡスクールサポーターとして

活用してもよいでしょうか。

ＧＩＧＡスクールサポーターとして必要な専門性を有する人材であれば、現在、ＩＣＴ

支援員として活用している人材を活用してもかまいません。ただし、仮に同一の人物が

双方の役割を担う場合、補助対象範囲を特定するために、GIGAスクールサポーターと

しての業務とそれにかかる日数や時間を書面をもって明確にしておくことが必要です。

4
上記の場合、 大阪府私立高等学校等教育振興補助金（次世代を担う人材育成の推進事

業）において申請している人材でもよいか。
補助金の二重取りになってしまうため不可としています。

私立学校入出力支援装置購入事業　Ｑ＆Ａ

No. 質問 回答

1 障害のある児童生徒一人に対し購入できる入出力支援装置に個数の制限はありますか。

基本的には児童生徒１人に対して１つと考えていますが、例えば、一人の児童生徒が複

数のスイッチを活用する場合やそのスイッチを接続するためのインターフェイス等につ

いては全てを備えることも補助対象になります。

2 補助対象となる支援装置とはどのようなものを想定していますか。

補助対象は、障害により情報機器端末の入出力自体に困難さを抱えた児童生徒を支援す

る装置や機器となります。例えば、音声読み上げソフト、点字ディスプレイ聴覚音声文

字変換システム、視線入力装置及びソフト、ボタンマウス、ブレススイッチ等が考えら

れますが、補助対象の考え方にかなう限り、これら以外の装置や機器についても補助対

象になります。 ただし、入出力自体の困難さの判断に当たっては、情報機器端末に備

わる基本的な機能では対応しきれないと認められることが必要です。

3 個々の入出力支援装置に補助の上限額はありますか。
入出力支援装置については多様な製品が考えられる上、その金額も様々であるため、

個々の支援装置についての上限額は設定していません。


